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01968年度の本会総会は，6月15摂午後1時～4時，京大入文科学研究所分館ホールで開催。会務報

告ののち，前川和也氏「原始罠主政」論とアメリカ文化人類学一一シュメール社会の発展段階論をめ

ぐって一」，および小麟喜平氏「イランの陶器村」（8ミリ映画使用）の研究報告が行われたo

O日本オリxント学会は，3月1日　Pref．　Dr．　Ezatola　Negahban　（テヘラン大学文学部）の講演

会「イランの考古学」を京大文学部考古学教室と共催。『オリエン5』Vol．　IX，　No．4（加藤一一・tw・岡

崎正孝氏外），Vol．　X，　Nos．1－2（佐藤進，岸本通夫，中村満次郎，井塞英一氏外）をそれぞ2t42年

12月，43年5月に刊行。○羽田記念館からは『五体清交鑑訳解』下巻総索引が1月刊行された（本書

上巻については本誌No．17，　p．54参照）。
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09｛村弓造氏は京大を隔年退官（3月31日），京都女子大学教授に就任された。岡焼の京大最終講義

「遊牧脱帽と農耕鷺族の歴史的関係一男アジアと西アジアの場合一」は，1月22日京大文学灘第

1講義室で行われた○○岡崎正孝氏（アジア経研所員）の『イラン・カスピ海地方米作農村の経済構

造一口ーラン州ハサナバート村の事例　　』（アジア経済研究所所内資料　農業構造分科会No．1）は

1月刊行。○護雅夫・翔技達夫氏の匿絹の道と香料の島』　（文芸春秋『大世界史』3）は2月潤行o

O善波周氏（仏教大）は高知祭美香郎夜須町坪井（電赤澗（08875〕婆～3371）に帰楼。○梅棟忠夫氏

（京大）は，3月～4月yビアに．学術調査のためた田長○間野英二氏は4月1日付，阪大文学部（策洋

史学）助手に就任60吉川宋氏（広大）は広島斎牛田町天水（あまず）山226の6広大天水宿舎60暑

に転居。○松平千秋氏（京大）の『薪ラテン文法』（国原三之助氏と共著　南江堂）は4月刊行，『ギ

リシア語女法3（田中美知太郎氏と共著　岩波警店）は5月刊行。○岸本通夫氏（阪大）の『古代オ

リエント（河出書房『世界の歴史』2）は4月潤行（伴康裁，三三伝，由本茂，吉川宋，前用和也諸

氏と協力執筆），○西田竜雄（京大）は『西夏語の研究』で昭和43年度（第58回）日本学士院恩賜賞

を授与された（5月30日）。○岩本裕氏（橘女子大）のSumagaclhax・aclana（仏教説話研究第2）お

よび『1梵文和訳大無蟻寿経』（法蔵館）は6月剥行。：○関本至氏（広大）の8現代ギリシャ語文法』

（泉屋書店）は6月刊行○服部正明氏（京大）のDignaga，　On　Perception，　being　the　Pratyal｛s一一

apariccheda　of　Dignaga’s　Pramdnasamttccaya　from　the　Sanskrit　frag’ments　and　tke　TibetaR

versions，はHarvard　University　Pressから刊行。○加藤九柞氏（平凡社勤務）訳『現代イランに

おける農業関係』（原書はSh．　M．　Badi：Agrarnye　Otnosheniya　v　Sovremennom　Irane，

Akademiya　Nauk　SSSR，　Moskva　1959）は5月刊行○
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